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1954; Brown, 1995; Schmid, Tausch, Hewstone, Hughs, & Cairns, 2008）。このため，偏見は集団
間の葛藤や対立を解決する糸口として注目され，社会心理学の領域において古くから研究
の対象とされてきた（Brown, 1995）。 
偏見研究の黎明期である 1930 年代から 1950 年代までを第一期とすると，この時代の研
究は偏見を防衛機制の観点から概念化するものが多く（Ackerman & Johada, 1950; Dollardet et 
al., 1939; Zawadzki, 1948），偏見やそれに伴う行動反応である差別は欲求不満が攻撃行動に転
化されたものとしてみなされた。しかしながら，偏見はそれを強く抱く人もいれば，それ


















だ複雑な心理反応として理論化されるようになった（Cottrell & Neuberg, 2005; Fiske et al., 
2002）。そうした偏見内容の多元性を認識する中で展開されてきたのが，ステレオタイプ・













的な感情を伴った偏見であった。偏見研究の嚆矢と呼ばれる『偏見の心理（The Nature of 











第 2章 古典的偏見と現代的偏見 
 
近年，偏見には，ふたつの種類があることが知られるようになった（Edlund & Heider, 2008; 
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Gaertner & Dovidio, 2005）。ひとつは古典的偏見であり，これは民族性や性別などの生物学
的属性に基づいて，彼らに明確な敵意を含んだ偏見を向けるものである（Edlund & Heider, 
2008; Gaertner & Dovidio, 2005）。そして，もうひとつが，こうした古典的偏見の枠組みに当











































































性が制御可能と知覚されるために生成されると考えられてきたが（Crandall, 1994; Edlund & 






第 4章 現代的偏見に関する実証的検討：シングリズム 
 

























































第 2節では，日本人を対象とした本論文の研究から，喫煙者（研究 1と研究 2）や独身者
（研究 3と研究 4）への偏見が認められたことを示した。これらの結果は，欧米の研究によ
って見出された知見と一致するものでもあったことから，喫煙者に対する偏見とシングリ
ズムがそれぞれ文化的境界を超えて存在するものであることが示唆された。文化面では多
くの違いを持ちながらも，日本と欧米諸国において，喫煙者偏見が共通に見出されたのは，
両者とも健康志向の高まりという近年の社会的関心が共通している所為と思われる。近年，
日本においても，欧米においても，喫煙率は低下の一途をたどっているが，この背景には，
タバコを吸ったことがないという人が増えてきたことに加えて，禁煙を果たした喫煙経験
者の存在も貢献していることであろう。禁煙を達成する人が増えれば増えるほど，喫煙習
慣を個人の努力や意志によってやめることができるものであるという認識も強まると考え
られる。喫煙・禁煙は個人の意思次第であるという社会的認識のもとでは，喫煙者は不健
康な生活習慣をやめることのできない怠惰な人物か，もしくは，社会の健康志向を無視す
る頑迷な人物とみなされるであろう。人々がどちらのタイプの喫煙者を想起したにせよ，
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喫煙者の人柄は否定的に評価されることであろう。こうした認知によって喫煙者に対する
偏見が文化的な枠を超えて確認されたものと考えられる。 
独身者に対する偏見においても文化的境界を超えた一貫性が見られた。こうした結果か
ら，シングリズムを生み出す心的メカニズムについても，日本，アメリカ，ドイツといっ
た国々で共有されたものがあることが示唆される。喫煙者偏見の原因が喫煙習慣を好まし
くないとする社会的認識にあるとすれば，シングリズムも同様に，独身を好ましくないも
のとみなす認識が社会的に優勢であるがゆえに生じていると考えられる。そうした認識を
支えているのは結婚を当然のものとする人々の信念であろう。結婚するもしないも個人の
自由であるという意見に賛成する者が増えているものの，内閣府（2011）が，日本人だけで
なく，アメリカ人，フランス人，韓国人なども対象者とした国際調査では，文化を問わず，
20-49 歳の人々の半数以上が法的既婚もしくは事実婚状態にあることを明らかにしている
（内閣府, 2011）。既婚者がいずれの社会においても圧倒的多数派であるが，彼らは結婚やカ
ップリングを人間にとっての自然の営みであるとみなしているであろう。また，独身者の 8
割以上が将来的な結婚を望んでいることから（国立社会保障・人口問題研究所, 2011），結婚
そのものを拒否し，生涯独身を貫こうとする者は少数派であり，独身者の間でも結婚をす
べきものとして当然視する認識が共有されているものと考えられる。こうした認識が，独
身者であり続ける個人を，配偶者やパートナーとして選択されないようなパーソナリティ
上の問題を抱えた人物とみなす反応を生み出しているものと推察される。 
また，第 3 節では，喫煙者に対する偏見においても，独身者に対する偏見であるシング
リズムにおいても，制御可能性認知の調整効果が認められたことから，現代的偏見を生み
出す心理過程において制御可能性認知が重要な働きを担っていると結論付けた。しかし，
喫煙者に対する偏見において，制御可能性の認知による調整効果が一部の従属変数にしか
認められなかったことから，これとは別に，各偏見にはそれぞれに特有の調整要因が存在
する可能性が推測された。そこで，研究 4 では，シングリズムの生成を規定するそうした
独自の要因として，結婚規範と結婚願望信念を取り上げ，それらの調整効果の検討を試み
た。その結果，結婚を規範的に捉える人や他者の結婚願望を強く認知した人は独身者を既
婚者よりも否定的に評価した。 
偏見とは他者に対する不当な判断であり（Allport, 1954），どんな偏見であれ，それを通し
て他者を判断することは合理的ではない。そのことを人々は十分承知しながらも，しばし
ば偏見に陥ってしまう。このことは，人々に偏見を抱くように促す心理過程が備わってい
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ることを示唆するものであるが，それがここで論じた調整要因であると考えられる。それ
ゆえ，偏見の生成過程の全容を解明するためにも制御可能性認知以外のそれらの調整要因
についても考慮していくことが重要であろう。 
 偏見は長らく研究されてきたテーマでもあるが，偏見は様々な心理学的な要因が複雑に
絡み合って生じる現象であり，その生成過程についての検討は今もなお続いている。その
複雑な生成過程を明らかにするためには，偏見研究者が協力して，多様な観点からの知見
を蓄積することが不可欠である。本研究の知見もまた，そうした偏見生成過程の解明に貢
献したものと考えられる。 
